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全
国
初
戦
突
破
な
ら
ず･

･･
 

 

八
月
六
―
八
日
に
東
京
都
江
戸
川
区
で
開
か
れ
た
「
第
十

六
回
全
日
本
女
子
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
」
に
三
年
連
続
で

出
場
し
た
広
島
レ
ッ
ズ
は
、
一
回
戦
で
全
日
本
代
表
投
手
が

所
属
す
る
石
川
県
代
表
の
ダ
ラ
ー
ズ
と
対
戦
。
最
終
回
で
レ

ッ
ズ
ら
し
い
攻
撃
が
光
っ
た
も
の
の
４
―
８
で
破
れ
、
三
年

連
続
の
初
戦
突
破
が
果
た
せ
な
か
っ
た
。 

 

大
会
は
三
十
二
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
競

っ
た
。
レ
ッ
ズ
は
松
島
が
先
発
。
二
回
ま
で
３
奪
三
振
と
好

投
を
見
せ
た
が
三
回
表
、
一
死
か
ら
失
策
や
３
長
短
打
で
４

点
を
失
い
、
六
回
表
に
も
３
点
を
取
ら
れ
た
。
一
死
三
塁
か

ら
継
投
し
た
岡
は
無
失
点
に
抑
え
た
。 

７
点
を
追
う
広
島
レ
ッ
ズ
は
最
終
回
の
六
回
裏
、
生
谷
が

四
球
で
出
て
反
撃
開
始
。
二
盗
と
失
策
で
一
死
三
塁
に
な

り
、
二
井
に
よ
る
中
堅
前
の
適
時
打
で
１
点
を
返
し
た
。
さ

ら
に
二
盗
・
敵
失
と
松
島
の
四
球
・
二
盗
で
一
死
二
、
三
塁

か
ら
阪
本
の
中
堅
前
適
時
打
で
２
点
を
加
え
、
４
点
差
に
追

い
つ
い
た
が
力
尽
き
た
。 

 

優
勝
は
愛
知
県
代
表
の
愛
知
ア
ド
バ
ン
ス
、
準
優
勝
は
千

葉
県
代
表
の
千
葉
マ
リ
ー
ン
ス
タ
ー
ズ
だ
っ
た
。
広
島
レ
ッ

ズ
の
メ
ン
バ
ー
は
八
月
下
旬
か
ら
体
力
強
化
と
実
戦
を
主

体
に
練
習
を
再
開
。
来
夏
に
向
け
て
動
き
始
め
た
。 
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●
試
合
前
半
は
、
緊
張
か
ら
か
い
つ
も
の
レ
ッ
ズ
ら
し
さ
が
見

え
ず
、
や
き
も
き
し
ま
し
た
が
、
後
半
は
レ
ッ
ズ
ら
し
さ
が
出

せ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は
初
戦
敗
退
で
し
た
が
、

試
合
後
の
選
手
た
ち
に
は
、
昨
年
の
よ
う
な
悔
し
涙
だ
け
で
は

な
く
、
手
応
え
を
感
じ
た
よ
う
な
表
情
も
多
く
見
ら
れ
た
気
が

し
ま
す
。
得
た
も
の
を
自
分
の
も
の
に
す
る
か
ど
う
か
は
、
こ

れ
か
ら
の
自
分
達
次
第
で
す
。
み
ん
な
野
球
が
好
き
で
集
ま
っ

た
メ
ン
バ
ー
で
す
。
夢
を
実
現
さ
せ
る
為
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。
今
回
の
全
国
大
会
に
あ
た
り
応
援
い
た
だ
い
た
皆
様
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
選
手
達
は
、
仕
事
や
学
業
に
励
み
な
が
ら

も
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
今
後
も
一

層
頑
張
っ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
引

続
き
応
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
吉
田
代
表
） 

 
【 
全
国
大
会
で
得
た
も
の 

】 
●
監
督
と
し
て
初
め
て
参
戦
し
た
今
大
会
だ
が
、
選
手
を
ひ
と

つ
に
し
よ
う
と
力
ん
だ
感
が
あ
っ
た
。
何
を
一
番
に
考
え
れ
ば

良
い
か
、
何
が
得
策
か
色
々
と
悩
ん
だ
が
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば

も
っ
と
選
手
を
信
頼
し
、
自
由
に
プ
レ
ー
さ
せ
て
や
れ
ば
良
か

っ
た
と
思
う
。
監
督
と
し
て
の
振
る
舞
い
や
、
選
手
へ
の
的
確

な
指
示
等
、
指
揮
官
と
し
て
の
勉
強
が
出
来
た
事
が
一
番
の
収

穫
だ
。
私
も
選
手
達
に
育
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

ま
た
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と
思
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

（
前
川
監
督
） 

 

●
は
っ
き
り
言
っ
て
得
た
も
の
は
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
の
や

る
気
で
す
。
そ
れ
を
信
じ
て
私
も
一
年
頑
張
り
ま
す
よ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
鶴
田
コ
ー
チ
） 

●
集
団
行
動
の
難
し
さ
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
水
草
コ
ー
チ
） 

先発の松島選手↓↓ 

8月6日・開会式前スタンドにて。 

広島の方角に黙祷を捧げるレッズ一同。 メンバー募集中！！ 

 

私達と一緒に野球をしませんか？ 

野球・ソフトボール経験者大歓迎！ 

ご連絡お待ちしてます！ 

(毎週土曜午後に五月が丘で練習中！) 

☆連絡先☆ 

0824-63-0731（FAX兼） 

☆メール☆ 

baseball_21jp@yahoo.co.jp 

☆ホームページ☆ 

http://www7a.biglobe.ne.jp/

^hiroshima_reds 

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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●全国レベルの試合はス

ピード感あり、元気あり、

笑顔ありで、すごい楽しそ

うだった。ふざけているの

ではなく、盛上げて楽しん

でいる。同じ試合をするな

ら笑顔が出せるくらいの

気持ちで臨みたい。  

（石橋） 

●強いチームはアウトに出来るものは確実にアウトにしてい

て、野手一人一人がどこに投げるか分かっていて、送球が正

確である。ストライク優先でボールを有効に使っている。ボ

ールが多くても、甘いコースに投げず、コースをちゃんと狙

っている。芯に当てる技術だけじゃなく、身体をうまく使っ

てより遠くへ飛ばす技術もあり、低く強い打球で伸びのある

打球になっている。落ち着いて状況判断が正確に出来ている。

声が常に出ていて、チャンスで必ずものにし、流れを作るプ

レイが生まれている。サインや攻撃では、打順や状況に応じ

て、個人の仕事をきっちり果たし「つなげる攻撃」ができて

いる。 （松島） 

●試合やシートノック等

の流れの大切さを改めて

感じた。優勝チームはボー

ル回しもキビキビとして

いたし、チーム一丸となっ

ていて楽しそうだった。見

習いたいし、目指したい。

（蒲谷） 

●無心になることの難し

さと無心になった時の

清々しさ（二井） 

●投手に対しての捕手の

リード・配球の仕方の勉強

になった。また、場面ごと

の捕手の指示の仕方など

準決・決勝を見てよく分か

った。瞬時の素早い状況判

断がなくてはリズムが狂

うと思った。（後藤） 

●最後まであきらめずに

試合を盛上げていく気持

ちがあれば、暗雲の中にも

光が射してくるという事。

全国大会期間を通して、メ

ンバー同士の親睦が少し

でも深まった事。これから

ますます良いチームにな

りそうな予感。（升井） 

●野球に対するメンバー

の考え方が分かったと同

時に、これまで自分の気持

ちに甘えがあったような

気がした。（矢原） 

●練習に参加していなか

ったのもあるが、自分に成

長がないのを実感した。精

神的にも技術的にも１年

目と変わらずで、やはり全

国に通用させるには練習

以外で自分の弱点を克服

しなければならない。来年

の全国へ向けて頑張る。

（大山） 

●１試合ライトで守りき

り、打席に立てば自分の役

割を果たすことができる

だけの技術・体力・気持ち

の持ち方。すべてにおいて

努力を要するということ

が身に染みて分かった。他

チームの元気さ・リズム・

流れのつかみ方・あきらめ

ない気持ちなども参考と

なった。（塩谷） 

●絶対にできるという自信   

（生谷） 

●強豪勢はボール回しひ

とつにおいてもテンポが

良かった。「スキあらば次

の塁を狙う」姿勢も素晴ら

しかったし、守備時は常に

足が動いていて「ミスは１

つ！」で断ち切れていたと

ころが自分達との違いか

なと思った。 （山根） 

●楽しく野球をやらない

と、自分のプレーがぎこち

なくなる。（阪本） 

●今回初めての全国大会

で、他のチーム名とか、ど

こが強いかとか少し分かっ

た。ピッチャーをして緊張

したけど、良い経験ができ

た。あと、少しだけ自信も

ついた。（岡） 


